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1．�産業用ロボットのシステムインテグレ
ータとは

　産業用ロボットは，各ロボットメーカーより
購入した時点では，生産設備としてそのまま使
うことはできない。
　産業用ロボットを生産設備として使うには，
ロボットの手首に専用のハンドを付けたり，
FA機器（ベルトコンベヤやカメラなど）を組
み合わせたり，または周辺の生産設備（NC加
工機や射出成形機など）と同期させることが必
要であり，このことによってはじめて使用でき
るようになるのである。
　これを産業用ロボットのシステムインテグレ
ーションという。
　また，産業用ロボットの導入の提案から設
計・製作・現地据付調整に至るまで，社内一貫
体制で請け負うシステムインテグレーションを
専門とする生産設備メーカーを，システムイン
テグレータ（SIer）という。
2．産業用ロボットSIer の現状
　SIerの問題点としては次のようなことがいえ
る。
⑴　産業用ロボット SIerとして社会的認知度
が低い。
・エンドユーザーはシステム全体をロボットメ
ーカーがすべて構築してくれるものと思って
いる。
・エンドユーザーが考えるシステムを実現する

SIerを探したいが，探す手立てがない。
・産業用ロボット SIerの認知度がなく，優秀
な人材が集まらない。
⑵　産業用ロボット技術者のスキルを図る基準
がない。
・スキルは各産業用ロボット SIerの自己申告。

SIerを選定する判断基準がない。
・機械，電気技術者のような国家資格がなく，
技術力を社会的に評価する基準がない。
・各ロボットメーカーごとでプログラミング方
法が違い，メーカー別に技術を習得しなけれ
ばならない。
⑶　成長が期待されている先端技術　「知能化，
多能工化，人との共存，3品（薬品，化粧品，
食品）」に対応できる SIerが少ない。
・トライ＆チャレンジをし，受注したものの，
納期トラブル，採算悪化に陥り二度とやらな
い。
・社内で最先端技術を継続的に身に付ける教材，
実習装置がない。
・成熟した技術領域に特化して，リスク性の高
い新しい技術領域の案件に手がでない。
　このような現状があり，実際には，ロボット
の普及がそれほど進んでいない。

3．SIer スキル標準について
　SIerは，アフターサービスや装置の改造につ
いても責任を持って行っていかなければならな
い。SIerの役割として，経験豊富な機械設計と

産業用ロボットの普及拡大に向けて
―システムインテグレータ（SIer）の役割―

株式会社バイナス　代表取締役社長　渡辺　亙
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次なる道は開かれないのである。
　そのような修羅場を体験した若者たちが，技
能五輪を卒業し，職場の第一線で活躍する意義
は極めて大きく，世界規模の舞台で競い合う競
争力の力強い原動力になっている。
　この力が，世界一の製品開発やお客様からの
信頼を得る高品質製品の基盤を築くことになる。
　『モノづくりは人づくり』の如く，技能五輪
の選手は，途絶えることなく永遠に脈々と受け
継がれていくのである。
　下記写真は，2015年国際大会inブラジルにて，
栄光を手にした金メダリストたちである。

心得②．好奇心・向上心を抱け，『自主性や気
づき』が格段に芽生える。

心得③．『面倒くさい』『誰かがやってくれる』
と思った瞬間，挑戦は止まってしまう。

心得④．『教えることは，学ぶこと』，指導者こ
そ，日々勉強を怠るな。

心得⑤．人材育成は，『愛情を持って』育てる
こと，『個を好きになって』接すること。

　苦難に立ち向かう道中は，失敗の連続である。
しかし，最後までやり切れば嬉しい。感動や喜
びは，決して楽から得られるものではない。『自
ら学び・考え・挑戦』する者にだけ与えられる
と信じている。揺るぎない信念である。

9．最後に
　人材育成の難しさを肌で感じながら，日々，
『これでいいのか？』と自問自答し，模索しな
がら取り組んでいる。
　『いつまで経っても』，『どれだけやっても』，
解がない。人材育成は，そんなものだと勝手に
決めつけている。
　古き先輩方が築いた不動の想いを大切にしな
がら継承すると共に，常に新しきを求めて進化
し続けなくては，新たな時代に取り残された無
用の長物になってしまう。
　若者の能力は凄い。いつも感心する場面に出
会う。秘めた可能性を引き出すのは，指導者の
手腕に掛かっている。
　最後に，若者に伝えたい私の想いを述べる。
想い①．『若者は，自らの意志で夢を持とう』
想い②．『若者は，壁を打ち破る楽しさを知ろう』
想い③．『若者は，夢は叶うことを信じよう』
　時代を受け継ぐ若者が力を結集し，世界のモ
ノづくりを発展させてくれることを期待する。

8．会社生活40年，胸に刻んでいる心得
　私がこの学園を卒業し，早や 40 年が過ぎる。
学園で心・技・体を学び，職場に配属（設備製
作部隊：工機部）され，世界一・世界初の設備
を多々開発してきた。その間，素晴らしい人た
ちと出会い，苦労を共にし，2014 年には現代の
名工，2015 年には黄綬褒章を受章した。恵まれ
た環境の中，感謝の気持ちで一杯である。
　そんな私が，胸の奥に刻んでいる大切な 5つ
の心得を紹介する。
心得①．新しいことに挑戦するときは，『習慣

や常識』は邪魔である。
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電気設計の両方の技術者が，エンドユーザーに
ベストソリューションを提供することが必要な
のである。
　また，開発を必要とする難易度の高い案件に
ついても実験用の部品を製作してテストを行
い，問題解決に当たっている。

　このように SIerの役割は多岐にわたる。
　SIerの業務の流れを以下に示す。
①　仕様打合せ
②　システム検討
③　システム提案
④　見積提出

抜粋しています。詳細は経済産業省ホームページをご覧ください。
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⑤　契約締結
⑥　システム設計・製作
⑦　試験・立合
⑧　現地設置・調整
⑨　生産稼働
⑩　アフターサービス
　このような SIerが持つべきスキルについて，
BYNASを委員長としたスキル標準策定委員会
で経済産業省製造産業局産業機械課ロボット政
策室，一般社団法人日本ロボット工業会，さら
に SIerのみなさんと検討し，スキル標準シー
トの策定に取り組んだ。現在，ロボットシステ
ムインテグレータ（ロボット SIer）スキル標準
シート第一版として公開されている。（p.8参照）
　この過程では以下の 3点に注視した。
⑴　ロボット SIerに共通して求められるスキ
ル項目を抽出し，それぞれの項目について能力
の高さに応じたレベルを設定して一覧形式にま
とめる。
⑵　機械・電気・制御といったロボットエンジ
ニアリング系の能力だけでなく，生産技術や営
業技術，組織体制など，多面的な観点からロボ
ット SIerとして備えるべき能力を規定する。
⑶　スキル標準の策定にあたり，複数のロボッ
ト SIerが実務的な見地から議論を重ね，ロボ
ット革命イニシアティブ協会・ロボット利活用
推進WGでの検討・承認を経て，第一版を制
定する。

4．ロボット検定の制定に向けて
　SIerの業務の流れの中で「システム設計・製
作」に注目し，必要な技術（作業内容）と資格
制度をあげると，
●機械設計
作業内容　装置全体の構想検討，ロボット架台，

ロボットハンド等周辺装置，安全柵
の構想設計

管理団体　日本機械設計工業会
資格制度　機械設計技術者　1級～ 3級

●電機設計
作業内容　装置の電気配線設計，制御盤，操作

盤の設計
管理団体　都道府県職業能力開発協会
資格制度　電気製図（配電盤・制御盤製図作業）

1級～ 3級
● PLCプログラム設計
作業内容　システム制御プログラムの設計
管理団体　都道府県職業能力開発協会
資格制度　電気機器組立（シーケンス制御作業）

1級～ 3級
●ロボットプログラム設計，教示 

作業内容　産業用ロボットプログラムの設計，
各動作点の教示作業

資格制度　なし（安全教育はロボットの知識と
簡単な操作方法の習得）

●組立・配線
作業内容　機器組立，エアー配管，電気配線作

業
管理団体　都道府県職業能力開発協会
資格制度　電気機器組立（シーケンス制御作業）

1級～ 3級
電気機器組立（配電盤・制御盤組立
て作業）　1級～ 3級

　上記のように「ロボットプログラム設計，教
示」において，システムインテグレータの技量
を推し量る検定制度が現状では存在していな
い。そこで，BYNASではスキル判定ができ，
SIerとしての技術が習得できる「Robo－
Trainer」を開発した。
　特徴としては，
⑴　国内主要ロボットメーカをラインアップ
　お客様が技術を習得したいロボットメーカを
選定いただける。
・MITSUBISHI，YASKAWA，DENSO，
　FANUC，Kawasaki，EPSON，NACHi
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⑶　BYNASの技術者によるマンツーマン講習
も可能
　BYNASの経験豊富なインストラクターがマ
ンツーマンで講習を行うコースも用意している。
　現場レベルで必要なノウハウ，テクニック，
最先端ロボットアプリケーションの事例紹介
等，短期間でロボット技術を習得できる。
　また，本コースを選定いただくと労働安全衛
生規則「安全教育」修了証を発行する。

自由配置作業プレート

5．Robo-Trainer の紹介
■基礎コース（標準システム）
●習得可能な技術・知識
【メカ・ツーリング技術】
・ロボットの構造・運用技術
・ロボット・機械装置の配置，調整
・ハンド（エンドエフェクタ）の選定，調整
・ソレノイド，空圧シリンダなどアクチュエー
タの利用技術

【電気技術】
・ロボット動力及び制御信号の運用
・外部制御機器の信号割り付けと実体配線，調
整
・光電スイッチ，リードスイッチ，色判別など
のセンサ技術
・各種アクチュエータの制御
・トラッキング動作におけるエンコーダの活用
【プログラミング運用技術】
・システム運用の基本構想
・ロボット教示技術
・周辺装置の制御とプログラミング技術
【知識】
・安全教育（法令・安全対策）
・産業用ロボットの知識

⑵　教育用テキスト，スキル習得を判定できる
実技テストも完備
　産業ロボットの安全から機構，使い方をわか
りやすく解説したテキストを用意しており，技
術レベルの習得を判断するための実技テストも
用意しており，段階的に学習でき，習得できて
いるか自己判断しながら学ぶことができる。
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【取得スキル】
・ロボットを使用した自動化設備に必要な基礎
知識が習得可能
・ロボットを使用してワークの搬送及び整列を
行うための基礎的なプログラミング及びロボ
ットティーチングの技術が習得可能

【適合する工程】
・パレタイズ，加工機へのロード／アンロード
等
■仕分け技術コース

【取得スキル】
・仕分け技術コースの作業スキル習得
・コンベアから流れてくるワークをビジョンカ
メラを使用してトラッキングを行う技術の習
得

【適合工程】
・組立，加工等のワーク，部品供給
・パレタイズ，ラベル貼付，検査　等
6．今後に向けて
　今まで，スキル標準の策定，「Robo-Trainer

の開発」を行ってきたが，我が国における共通
の課題「人口減少社会」という局面を迎え，こ
の先も各企業が事業を継続させていくために
は，生産活動の自動化や高度化が重要なテーマ
になってきている。
　今後は，あまねく産業の生産活動にかかわる
FA・ロボット業界において，活動のネットワ
ークのハブとなる「FA・ロボットシステムイ
ンテグレータ協会」設立の検討，FA・生産シ
ステム及びそのインテグレーションに対する専
門性を強化するための安全講習・ロボット検定
を通して人材育成や教材開発等に取り組んでい
きたい。

【取得スキル】
・アーク溶接やバリ取り作業など複雑なワーク
形状に沿った軌跡制御を行う技術が習得可能

【適合工程】
・塗布，溶接，研磨，貼付，検査　等
■ビジョントラッキング技術コース

【取得スキル】
・ワークの搬送後の仕分け作業を行うための制
御をロボットプログラムから行う技術が習得
可能
・ロボットのプログラムから外部機器（エアー
シリンダ，コンベア）の制御を行う技術が習
得可能

【適合工程】
・搬送，組立，検査　等
■トレース技術コース
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